
1103 東アジアの教養の書としての『三体詩』

項目

科目分野

昼夜

講義／実習

講座開始日

講座最終日

講座実施回数

講座の形態（対面、オンラインなどの別）

曜日

時間数

時間帯（予定） 10:30 ～ 12:00

担当教員

担当教員について

（所属・職名・自己ＰＲ等）

講座の目的

講座の概要

キーワード

到達目標

講座の計画

テキスト

修了証書発行基準

受講者へのメッセージ

備考

漢和辞典をお持ちください。/上記の日程は予定であり、変更する場

合があります。

唐詩、『三体詩』　詩人別作品講読

本講座では『三体詩』の収録作品を詩人別に読むことによって、各

作品と作者だけでなく、唐詩ひいては中国古典詩の性質や特徴を理

解し、履修者各人が今後の文化的生活を送るための糧を見出すこと

を到達目標とします。

第1回（10/24）：総論―『三体詩』とその東アジアにおける位置

第2回（11/21）：詩人別作品講読①―王維

第3回（12/12）：詩人別作品講読②―劉長卿

第4回（1/9）：詩人別作品講読③―杜牧

第5回（2/6）：詩人別作品講読④―許渾

第6回（3/6）：詩人別作品講読⑤―李商隠

特にありません。資料を用意します。

開講された全日程の7割以上の出席

90分

大村和人

徳島大学　教養教育院　教授

専門分野は中国古典文学と日本の漢詩文です。

本講座では『三体詩』の収録作品を詩人別に読むことによって、各

作品と作者だけでなく、唐詩ひいては中国古典詩の性質や特徴を理

解することを目的とします。

中国古典詩、特に唐代の詩歌は、東アジア地域全体で共有された古

典の一つと言えます。本講座では、南宋の周弼によって編纂され、

室町時代以来、我が国でも唐詩の代表的選集の一つとして読まれ続け

てきた『三体詩』の収録作品を作者別に講読します。

10/24

3/6

6回

1.対面

土

2026年　秋冬公開講座　シラバス

入力欄

３．人間・社会　（歴史・文学・政治・経済等）

昼

講義


